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 論文審査の結果の要旨  一
と
、
 .ρ一ベンゾキノン類は可逆な一電子二段階還元反応をする電子受容体であり,有機電子移動反応の重要な
 基本化合物の一つである。郡司敦は,そのヘテロ五員環拡張型であるフラン,チオフェン,セレノフェ
 ン,さらにはピロールを含む,ヘテロターフェノキノン,および,ヘテロクォ一夕ーフェノキノンの合成
 を試み,その構造や電気化学的性質やスペクトル的性質を解明した。また,拡張型ベンゾキノノイド誘導
 体との比較検討の結果から,それらが両性多段階酸化還元系であり,安定な開殼構造分子種を与えるなど
 優れた性質をもっことを明らかにした。さらに,可視部に強い吸収を有し,新規な色素としても応用可能
 な化合物でもあることを見い出し,中央ヘテロ環のヘテロ原子の違いにより,ヘテロキノン類の電子構造
 や,分子及び結晶構造が大きく変化することを見い出した。
 一方,ホストーゲストの化学の分野では,特にイオンセンサー機能を有するカリックス[4]アレーン類は
 注目を集めている。そこで長波長領域に強い吸収を示し,かっ安定なラジカルアニオンと安定なラジカル
 カチオンを共に与えるヘテロキノン類をカリックス[4コアレーン系骨格に組込めば,一つの分子でありな
 がら電気化学的のみならず光学的にもアルカリ金属イオンを認識できる点で,概念的に新しいカリックス
 [4]アレーン系新規機能性分子が構築できると考え,数種のカリックス[4]アレーンヘテロキノン系ホスト
 化合物の合成の検討を行った。その結果,光学的にも電気化学的にもアルカリ金属イオンを認識し,カリ
 ウムイオンに対する高いナトリウムイオン選択性を示す化合物を合成することに成功した。さらにクラウ
 ン部に結合している金属イオンに関する詳しい情報をマルチチャンネル型方式で読み取ることができるこ
 とも見い出した。この系は今後,新しいイオンセンシング系の開発に応用が期待でき,新規キノン類や新
 規電子受容体の分子設計に有用な指針を与えるものである。
 以上の研究成果は,本人が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示し
 ている。したがって,郡司敦提出の論文は,博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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